
           宮臨技 第16号 

平成27年6月25日 

会員各位 

（一社）宮城県臨床検査技師会 

 会長  齋藤 和榮 

（公印省略） 

宮臨技学術部主催研修会のご案内 

謹啓 

 会員の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。学術部主催研修会を下記のとお

り開催いたします。ぜひご参加ください。          

                  謹白  

記 

以上 

 

「精度管理の悩み、一刀両断～基礎から学ぼう精度管理～」 

 

会場    ： 情報・産業プラザ（アエル6Ｆ）セミナールーム（2）Ｂ 

     （アクセスは情報・産業プラザＨＰでご確認ください） 

日時    ： 平成27年8月1日（土）17：00～19：00（受付開始16：30） 

 

演者 ：バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社  
診断薬マーケティング部 植村康浩 

 
 

 内容 
近年、臨床検査値の標準化、共用基準範囲の利用、臨床研究機関における ISO15189 等の

認定取得の推奨など、検査室における精度保証の重要性がより一層高まっています。 
本研修では、検査結果の品質を確保するための基礎知識から問題解決のヒントまで幅広く

カバーして、参加者全員であらためて精度管理について考えてみたいと思います。 
① 臨床検査室を取り巻く環境について 
② 目標値と管理幅の設定方法 
③ トレンド・シフトの考えられる原因とは 
④ マルチルール管理図法の利点 
⑤ 免疫検査における精度管理のピットホール 
⑥ 検査室間比較の価値とは 
 

 

 

参加費：会員 500円   学生無料 

担当責任者  ： 宮臨技学術部長  氏家 和明 （大崎市民病院）      

問合せ連絡先     宮臨技事務所   

日臨技生涯教育認定：基礎20 点（必ず技師会会員証をご持参ください） 

 


	「精度管理の悩み、一刀両断～基礎から学ぼう精度管理～」

